


4月に入職しました野老山茂寛でございます。29歳で腎臓内

科医になるために岐阜大学へ入学し、その目標通りに腎臓内

科医として日々研鑽できる環境に身を置かせて頂くに至ってお

ります。不得手な部分もございますが、丁寧な診療を心がけて

おりますので、皆様のお力添えを何卒よろしくお願い申し上げ

ます。

腎臓内科 野老山茂寛

4月より当院へ入職しました腎臓内科の武田朝美です。３月

末までは34年間日本赤十字社愛知医療センター名古屋第

二病院に勤務しておりました。医学部卒業後はずっと両角理

事長の背中を見て、腎臓内科医として精進してきました。これ

まで腎病理診断を軸に腎疾患に向き合ってきましたが、今後

はよりいっそう腎臓病患者に近く寄り添う診療を実践していきた

いと思います。よろしくお願いいたします。
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フットケアとは『足病変の予防・早期発見を行い、足の健康を保つこと』を目的としたケア指します。当院では、血管外科医

師、看護師、理学療法士で「フットケア委員会」を構成し、臨床検査技師、臨床工学技士、放射線技師など多職種と連

携し活動を行っています。

「爪が厚くなりどうしていいか分からなかった」と、相談される方も多くいます。しびれや痛みなどの症状や巻爪や靴擦れ、胼胝

（タコ）、鶏眼（魚の目）がないかスタッフが観察を行い、歩き方や履物のアドバイス、爪切りなど必要な処置を行います。

また、高齢者や糖尿病・透析治療を行っている患者さんは足病変になりやすく、小さな傷が原因で足の切断に至ることもあ

ります。定期的に足の観察や血流評価を行い、症状に応じて血管外科や皮膚科、整形外科へ紹介し、早期に治療がで

きるよう連携を図っています。

日常的に「歩く」ことは当たり前であり、元気なうちは「歩けなくなる」と考えることはあまりありません。日頃から自分の足に関

心を持ち、気になることがあればいつでも気軽にご相談下さい。

左：胼胝（タコ）削りの様子 右：フットケア委員会メンバー

日本フットケア足病医学会フットケア指導士３名所属しています！

当院では、職員の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の支援のため、様々な

制度の整備や取り組みを行っています。

このたび、働き方改革の推進等、全病院を挙げての継続的な取り組みが評価され、

2017年以来2回目の「厚生労働省 くるみん認定」を受けることができました。

フットケアという言葉を耳にしたことはありますか？

※「厚生労働省 くるみん認定」について

次世代育成支援対策推進法に基づき、行動計画策定や、目標達成などの要件を満たした企業に対し、子育て
サポート企業として厚生労働大臣が認定をします。 認定企業には次世代認定マーク「くるみん」が与えられ、愛
知県内では約180社がこの「くるみん認定」を受けています。

これからも、職員がより活き活きと働ける職場づくりを通して、「患者とその家族、職員とその家族の幸せのために」理念のも

と、皆さんに信頼される医療機関として努めて参ります。

「厚生労働省 くるみん認定」（２回目）を取得しました！
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